
平成 25 年度 福島県外における人材育成研修会 

栃木県(第 1回) 

 

実施日時 平成 25年 9月 12日（木） 10:00～16:00 

実施場所 栃木県庁研修館(宇都宮市) 

主 催 環境省 

対 象 者  保健医療福祉関係者、教育関係者及び自治体職員 

 住民から放射線の健康影響等の相談を受ける可能性がある方々 

趣 旨 放射線に関し適切な情報提供を行うため、福島県に近接する栃木県の

保健医療福祉関係者、教育関係者及び自治体職員等を対象として研修

会を開催し、住民からの放射線の健康相談に適切に対応できる人材育

成を行う。 

参加人数 16名 

 

講演 1では、熊谷 敦史講師（福島県立医科大学）が放射線の基礎知識・健康影響、

福島第一原子力発電所事故後の福島県における状況等について講演を行った。講演後に

は、放射線測定器を用いて環境放射線、試料からの放射線の測定実習も行われた。演習

では、髙村 昇講師（長崎大学）が放射線被ばくと健康影響に関するリスクコミュニケ

ーションの実際について講演を行った後に、グループワークとして放射線に関するトピ

ックについての討論が行われた。講演 2では、石川 一講師（消費者庁）が食品中の放

射性物質について講演を行った。最後に質疑応答及び意見交換が行われた。 

参加者からは、様々な調査結果や、住民からの質問への回答の仕方について、業務に

生かせるとの意見が挙げられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 熊谷講師 講演 グループワークの様子 

  



研修プログラム 

時 間 内 容 

10:00～10:15 開会 

10:15～11:45 

講演 1「放射線の基礎知識・健康影響 

 福島第一原子力発電所事故後の福島県における状況等」 

     講師：熊谷 敦史（公立大学法人福島県立医科大学） 

11:45～12:00 質疑応答 

12:00～13:00 昼食 

13:00～15:30 

演習「放射線被ばくと健康影響に関する 

リスクコミュニケーションの実際」 

講師：髙村 昇（国立大学法人長崎大学） 

15:30～15:50 
講演 2「食品中の放射性物質について」 

講師：石川 一（消費者庁） 

15:50～16:00 質疑応答、閉会、アンケート 

 


